1- Requested conditions:　
データは、クラーク・Ｒ・チャップマンとデールP.クルクシャンクの著した「月、惑星と彗星を観測している」から得られます
1.1- Uranus surface brightness (B)
　　天王星の反射能：0.509  表面輝度： 54cd/m2

土星の反射能 ： 0.461  表面輝度：180cd/m2

    空の透明度　：　μ

　　最微星　4.0等～5.0等　かなり良いほう
使用フィルター (常用: W82A, W8, W12, W.F.): coefft.>0.80,
光学系: coefft.>0.80 (including refelectivity and CO optical).
望遠鏡による明るさ: B+ = D2.Bf / d2.M2 or 25.D2.μ.B / M2

D: 口径 ( 8インチ又は200mm),

d: 瞳径
Bf: 望遠鏡から出るときの明るさ Bf = μ.B
m = 4.0 μ = 0.05 Tr (sky) 0.4 to 0.8

m = 5.0 μ = 0.25

B+ for D 8” M = 360x μ = 0.05 Bf = 2.5 cd/m2

d = 0.55mm or 0.022” μ = 0.25 Bf = 12.5 cd/m2

B+ = 0.15cd/m2 D 8” M 360x m: 5.0

B+ = 0.03 cd/m2 D 8” M 360x m: 4.0
　　

　　必要とされる最適の倍率　P = M/D　（口径に対する拡大率）　または
　　　　　　　　　　　　　　SQR(25.μ.B/B+)
1.2- Optimal conditions:　（最適な状況）

標準的な眼視観測の場合

８インチでは360倍　（最微星：5.0等）
アイピースでの明るさ: 0.15 cd/m2

惑星の明るさ　　　　: 50 cd/m2

口径１インチあたりの拡大率: 45.6x したがって８インチなら 365x
薄明：明るさのレベルは 0.001 cd/m2 から 10 cd/m2まで眼視観測
　天王星の観測は、主に619nmの波長域です。うす明るい見え方のため、肉眼で見る最も明るいときの40％の明るさに相当します。それで0.15cd/m2の光ではアイピースの中の惑星の明るさは0.06cd/m2になります。W8フィルターの使用は、肉眼の感度カーブの下で40％の比率になることを意味しています。0.06cd/m2は、影響を受けない範囲で、一直線を保っています。
1.3- Contrast perception:（コントラストの認識）
　a- Uranus exhibits clouds（天王星の雲）
天王星は、小さい3.06秒の円盤像に雲を示しています。
　雲のバンドの幅はおよそ１秒です。
　1.0“×360倍＝360”（１’）アイピースでの見た目のサイズ

　したがって、1°あたり10サイクル

　標準的な目で見るコントラスト感度：

　－薄明るい肉眼：1-2％

　－写真的：0.6-0.7％　　

　天王星に関して

　b- Scope effect:（効果の範囲）

　－シュトレール比：コントラストの範囲＝実際のコントラスト×シュトレール比

　　影響を及ぼすシュトレールは99％

　c- CO, central obstruction:（CO,中心の障害）

　COと42％でのRC200は0.06”結果として残る
対照が最終的な結果（カーブの右の一部）の近くでCOの完全な範囲と比較すると保たれないという事実を、FTMカーブは示す。

d- Maximisation of the magnification for the contrast perception at low light levels
　（低光量レベルのコントラスト認識のための拡大の最大化）
　10cd/m2でなければならない。しかし、コントラストのついたサイズなら、適当なさらなる拡大で保たれることができる。
　　視直径8”で400倍

　　M：5.0,(最微星)、　クリアーな光学系、μ：0.25
　　　シーイングが非常に良い状態（ダンジョンのスケール　10/10 ）
　　　

　　コントラストの良い8インチの望遠鏡

　　直線的な姿のために：c+ = c.(w/(w+5.6/D))
　　　ｗ：ラインの幅

　　　ｃ：実際のコントラスト

　　　c+：観測したコントラスト

　　for 1.0” width line, c = 1%, c+ = 0.59%

for 1.2” width line, c = 1%, c+ = 0.63%

for a 12” scope and c = 1% c+ = 0.68%
for a 16” scope and c = 1% c+ = 0.74%

for a 40” scope and c = 1% c+ = 0.88%
e- Optimum observational conditions including the seeing for contrast perception:
（コントラスト認識のための視覚を含む最適の観測の状況）

- 10インチの完全な望遠鏡, μ 0.1, m 4.5, M 540x seeing 1/3” (Danjon 7-8/10),

M 280x seeing 1” (Danjon 3-4/10),

- 16インチの完全な望遠鏡, μ 0.1, m 4.5, M 710x seeing 1/3” (Danjon 7-8/10),

M 325x seeing 1” (Danjon 3/10),

- 8インチの望遠鏡, 360x seeing <1/3” (Danjon 9-10/10)
　氏や22°のアイピースで、表面の見た目の明るさが0.15-0.20 cd/m2であるとき、コントラスト認識は1.50％となる。

　－8インチ望遠鏡、400倍でシーイングが1/3秒よりも小さく、視野が24°のとき
　　コントラスト認識は1.30%にできる。

2- Tests performed:　（テストの実行）

2.1- Distanced targets:（遠くの目標）

　目標の作成

　　ソフトウェアでは、5％まで特徴を作ることができる。

　　

　1000mはなれたところのディスクサイズは17mm

a- ディスクのバックグラウンドの色：ライトグレー（白紙で10％のコントラスト）

b- Feature levelは15％に設定

見本を見てください。

c- 2-3％のコントラストレベルのいくつかの見本

d- 対象の明るさのコンディション

日光ではないDay light使用
薄明

月光（満月は0.5-1.0ルクス）

e- シーイングの評価：

人工星は、ターゲットパネルの近くにセットした。

薄明と月明でよく働く

f- 結果

C=5% C=2-3% M

L110 Y.Y.Y Y.Y.N Y.Y.N Y.(Y).(N) 308x apochromat

L150 Y.Y.Y Y.Y.Y Y.Y.Y Y.Y.(Y) 313_350x achromat

RC200 Y.Y.Y Y.Y.Y Y.Y.Y Y.Y.Y 360x Ritchey

Seeing 10/10 7-8/10 10/10 7-8/10 S
　シーイング7が連続するときの結果

　アンサーのフォーマット：Y.Y.N (daylight, twilight, moon light), Y: yes pass, N: not pass.
2.2- Personnal eye evaluation:　（個人差）

　油とガス活動のための有名なEngineering Bodyで実行される。

　ダイバーは、アメリカ標準のもとで検査を受けることができる。

　テストは、いくつかのためにRGBカラー、低光量レベル、FTM格子で行われた。

　結果：

　50”の分解能は、数ルクスの照明の非常に低いコントラストレベル（５％未満）の標準的な対象で、結果は、日本のALPOとBAAで公表される。
http://alpo-j.asahikawa-med.ac.jp/Latest/Uranus.htm
結果は、惑星のいくつかの変化を見せている。

―　わずかなコントラストの変化

―　視野の中で見られる雲の活動

3.2- Uranus requested conditions:（天王星の求めている状況）

　天王星の波長は619nmで吸収を示します。しかし、他の吸収線は、可視光の中にあります。直接的な眼視観測よりも、一部のアメリカの観測者（Schmude, Mellilo・・・）スペクトルで天王星の活動があることを示唆しました。（吸収線が変化すること）
また、調査のために偏光測定観測を行わなければなりません。（軽い偏光での変化は、C８のため誤っているかもしれません）
　思うに、観察された姿は口径15cm～20cmの範囲で見える万であると思っていただきたい。
結果は以下の通り：
―　口径を増やすことで解決できる。シーイングのパラメーターは多くのほかのパラメーターになる。
―　透明度が良いときが最高である。

―　望遠居のストレール比が高いほうが良い。

―　瞳径が0.50-0.55mmに取り付けるとき、scoatは最高になる。薄明はストレール比が高く条件が良い。

4- Conclusion:（結論）

　現在の研究は、以下によって所定の結果の、良い適切さと信頼性を含むかもしれませ
ん。
　―　最高の薄明の状態

―　結果は遠い惑星に最適

―　観測者自身の習熟

　もしも、眼視観測が難しい状況になるなら、平均的な眼視観測者は結果を得ることはできないだろう。

　－　像は、これらの観測コンディションによって変化し、見え方は望遠鏡の品質と観測場所の条件によって変わる。

Stanislas Maksymowicz

BAA member

Uranus observer.
Annexes:

- article from www.telescope-optics.net/eye_spectral_response.htm,

- fig.1 from the Chapman and Cruikshank publication

- tablesheet from the Chapman and Cruikshank publication, sheet 182-183,

- table 2 from the Chapman and Cruikshank publication, sheet 145,

- table 3 from the Chapman and Cruikshank publication, sheet 146,

- table 4 from the Chapman and Cruikshank publication, sheet 152
